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週齢査定によるイノシシの個体群モニタリングの可能性  

 
小寺祐二（宇都宮大学農学部附属里山科学センター）  

 
 
野生鳥獣の個体群管理にあたっては、適切な個体数等の目標を設定した上で保護管理計

画を作成・実行し、継続的にモニタリングすることが求められているが、イノシシについ

ては、地方自治体が継続的・広域的に実施可能な個体数等の推定方法は確立されていない。

また、イノシシは高い再生産能力を持つ一方で初期死亡率が極めて高いため、その生息密

度は数か月単位で大幅に変動すると考えられる上、出産がピークを迎える時期は年によっ

て異なることが知られている。つまり、正確にイノシシの個体数または密度指標を把握し

ても、イノシシの出生がピークを迎える時期やモニタリング実施時期のズレによって結果

に大きな差が生じる危険性があり、個体群管理上無意味な結果しか得られない可能性があ

る。そのため、本種に関しては、個体数や密度指標以外のパラメーターを用いた管理方法

の開発が必要とされている。その一方で、本種においては歯牙の萌出状況による詳細な週

齢査定ができるので、この技術を活用した個体群モニタリングの実現可能性がある。そこ

でこの研修では、週齢査定結果に基づいたイノシシ個体群の出生時期推定および生存時間

解析について紹介する。 
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イノシシの週齢査定で何ができるか？

①出生期間の推定

→出生年月日より逆算する．

→比較的短期間，少数サンプルで結果を把握できる可能性がある．

②生存時間解析

→調査時期に依らず分析可能．

→比較的短期間，少数サンプルで結果を得られる可能性がある．

③感染症などの循環様式の推定



繁殖状態の評価…

例えば



イノシシの繁殖活動に関わる環境要因

①日長：12時間を超えると発情を抑制する．

②気温：最高気温が20℃を超えると発情が止まる．

③食物：食物レベルが低下すると発情が止まる．





図 ブタ（Sus scrofa domesticus）の胎児の体重と在胎日数の関係

ブタ→114日目に1200gで出生 出生直前の胎児は620～830g

イノシシ→116～120日（約120日）で出生



総サンプル数＝622個体





イノシシの週齢査定方法

参考：http://211.9.57.22/wildboar/Login/LoginForm.aspx



イノシシの歯式

生え揃った乳歯（生後15週）
i1,2,3  c1  p2,3,4

生え揃った永久歯（生後145週）
IⅠ,Ⅱ,Ⅲ CⅠ PⅠ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ MⅠ,Ⅱ,Ⅲ

歯牙の萌出交換に基づいて査定する



咬頭（Cusps）の
確認もポイント



小寺ほか（2012）より引用．



栃木県八溝山系におけるイノシシの調査例

試料：栃木県那珂川町のイノシシ肉加工施設への搬入個体．

調査期間：2010年10月から2011年9月．

分析：全153個体の週齢を査定．



図 週齢区分毎のイノシシ個体数．
（調査期間：2010年10月～2011年9月，n=153）．小寺ほか（2012）より引用．



図 歯牙の萌出状態から推定したイノシシの出生日．
（調査期間：2010年10月～2011年9月，n=153）．小寺ほか（２０１２）より引用．



図 イノシシ出生数の季節的変動．
（調査期間：2010年10月～2011年9月，n=153）．小寺ほか（2012）より引用．



イノシシの週齢査定による繁殖状態の評価のまとめ

⑤単年を評価するために2年間の試料収集が理想的．

④調査開始から遡って1年程度までを分析対象とする．

③第27齢区分（生後88～106週）以上を除外する必要．

②第6齢区分（生後21週）以下は捕獲されにくい傾向．

①既存の方法より短期間・少数資料で評価可能．



生存時間解析…

例えば



「大橋靖雄・浜田知九馬 (1995) 生存時間解析．東京大学出版会」より引用．

↑
解析時

生存時間解析の考え方

患者のエントリー期間

?
?

解析時生存

途中脱落

または，他イベント

打ち切り（Censor）

ある治療方法の効果を検証する



Kaplan-Meier法の特徴

①ノンパラメトリックな解析手段

②少量標本で有効（n<50でも有効）

③2群間の差について検定可能

（Log rank検定）



生存関数(Si)=(1-d1/n1)×(1-d2/n2) ×…×(1-di/ni)

「大橋靖雄・浜田知九馬 (1995) 生存時間解析．東京大学出版会」より引用．

t1 t2 t3 t4

↑：打ち切り

調査対象7個体の場合

●：対象イベント



2002年度狩猟期間に島根県浜田市で捕殺されたイノシシ（メス）の生存関数（N=78）．
0.5才の生存個体数＝1.5才の生存数/（1－0.5才までの自然死亡率）として算出．
0.5才までの自然死亡率はJezierski (1977) より引用した．



2002年度狩猟期間に島根県浜田市で捕殺されたイノシシ（オス）の生存関数（N=89）．
0.5才の生存個体数＝1.5才の生存数/（1－0.5才までの自然死亡率）として算出．
0.5才までの自然死亡率はJezierski (1977) より引用した．



図 2010年10月～2011年2月の期間中に，栃木県那珂川町のイノシシ肉加工施設
に搬入されたイノシシ（メス）の生存関数（N=38）．



図 2010年10月～2011年2月の期間中に，栃木県那珂川町のイノシシ肉加工施設
に搬入されたイノシシ（オス）の生存関数（N=37）．



図 2010年10月～2011年3月（青線）および2011年10月～2012年3月（赤線）の期
間中のイノシシの生存関数の比較（N=174）．2期間の生存関数に差は確認されなかっ
た（Log-rank/Mantel test, Chi-Square Statistic=0.766, df=1, p=0.381）．
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